
PRESS RELEASE 

令和 2年 12 月 25 日 

一般財団法人尾崎行雄記念財団 

 

「咢堂ブックオブザイヤー2020」の発表について 

― 暗く覆われた時代に光を射す、2020年を代表する書籍（計 7部門 16 冊）が決定 ― 

 

一般財団法人尾崎行雄記念財団（所在地：東京都千代田区永田町１丁目１番地１号）はこのたび、

「咢堂ブックオブザイヤー2019」を下記のとおり選定しましたのでお知らせいたします。 

当財団研究員ならびに役員、尾崎の雅号咢堂（がくどう）を冠するリーダー育成塾「咢堂塾」運営委員が

中心となって選考に当たり、今年を代表するにふさわしい政治関連書籍（部門別大賞13席、相馬雪香 

特別賞3席）が選出されました。 

 

【部門別大賞】 

総合部門 ・フテンマ戦記（小川和久、文藝春秋） 

国政部門 ・民政立国論（落合貴之、白順社） 

・柿沢未途の日本再生（柿沢未途、東川社） 

地方部門 ・住民投票の総て（今井一、「国民投票／住民投票」情報室） 

・知事の真贋（片山善博、文藝春秋） 

選挙部門 ・地方選 無風王国の「変人」を追う（常井健一、角川書店）  

・セイジカ新世代（中谷一馬、幻冬舎） 

演説部門 ・人生の地獄の乗り越え方（鈴木宗男、宝島社） 

・世界を変えた 100のスピーチ(コリン・ソルター著、大間知知子訳、原書房) 

メディア部門 

 

・「新聞記者」という欺瞞(安積明子、ワニブックス)  

・私は分断を許さない（堀潤、実業之日本社）   

外交・安全 

保障部門 

・核兵器のない世界へ（岸田文雄、日経 BP） 

・ウイルスと外交（古閑比斗志、扶桑社） 

【相馬雪香特別賞】  

・生き直す 私は一人ではない（高知東生、青志社） 

・気配りが９割（田村重信、飛鳥新社） 

・老～い、どん！（樋口恵子、婦人之友社） 

 

以上 

 

＜本件の詳細に関するお問い合わせ先＞ 

   尾崎行雄記念財団事務局 石田・高橋 

メール info@ozakiyukio.jp 

ホームページ https://ozakiyukio.jp/gakudojuku/book2020.html 

https://ozakiyukio.jp/gakudojuku/book2020.html

